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　本書は、エネルギーシステムの解析として熱力学を基
礎としながらもシステム工学的な考え方を導入した講義
に使用してきた資料を書籍としてまとめ直したもので
す。一般的に熱力学の教科書に登場する機器に限定せ
ず、様々な機器およびそれを構成する機器要素における
エネルギー変換のメカニズムを理解できるように、でき
る限り統一的な視点で記述するように心がけています。
　熱力学を学び、それを難解な科目であると感じている
方が、本書を通じて熱力学をシステム工学的な考え方に
基づいて少しでも整理することができ、再び熱力学を学
ぼうとする意欲を起こすことができれば幸いです。
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